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1 はじめに  
 初学者に情報の科学的理解を促すための教材と
して、ニュージーランドの Tim Bell 博士らが考案








































2 関連研究  
2.1 CS アンプラグド 












を対象とした 2 日間の CS アンプラグドセミナー







































2.2.2 Web ラーニングプラザ 
 小・中学生向けではないが、技術者向けに Web
上でコンピュータの仕組みの流れを学ぶことがで




























2.2.3 NHK for School 

































図 1 クローラの処理 
 
 インデックス作成の手順は 3 つある。まず 1 つ




語の ID 順に並び変える。この処理を Shuffle と呼






























図 3 検索エンジンの後処理の流れ 
 

































集）］を押して図 4 をポップアップ表示する。 
 
 
図 4 Lexicon 
 
 Lexicon は、wordID と word を保持している単
語帳である。Lexicon では追加された単語順に
wordID が割り振られるため、新しく単語を追加
すると、Lexicon に登録されている単語の数 + 1
が新しい単語の wordID となる。 









図 5 Web ページの選択 
 図 5 では、任意の URL を追加できる。初期状
態では 4 つのサンプル URL が入力されている。 
 授業では複数の URL を入力させた後、表示し
たいページの［閲覧］ボタンを押すと、選択した







図 6 ページの分割 
 













［Map］ボタンを押して図 7 に遷移する。 
 
 
図 7 Map の結果 
 
 図 7 では、図 5 で入力した URL を Map 処理し
た結果が表示される。各 URL にユニークな docID
が割り振られ、それが URL 横に表示されている。 
 授業ではまず、［（docID）］（ここでは 216）を
押して、図 8 をポップアップ表示する。 
 
 
図 8 中間ファイル 
 図 8 では、図 7 で選択した docID の中間ファイ
ルを見ることができる。今回は、前の図で 216 を
選択しているので、docID : 216 の中間ファイル
が表示されている。左側には、docID の本文を分
割したものが表示される。Map 処理は Web ペー
ジごとに単一で行われるため、複数のコンピュー










wordID を Lexicon で調べる。そしてその wordID
と、docID と出現する位置を中間ファイルの最初
に格納する。ここでは、左側の最初の単語は「月
食」で、Lexicon で調べると wordID は 2442 だ
ということがわかる。docID は 216 で、「月食」
という単語が出現する位置は Web ページの最初
なので、中間ファイルには「2442 216 : 1」とい
う情報が追加される。これを、5 つ程度順番に説
明する。［閉じる］を押すと図 7 に戻るので、次
に［次へ］を押して図 9 に遷移する。 
 
 
図 9 Shuffle 
 
 図 9 では、docID ごとにいくつかのグループに
振り分けられる（上の図では 4 つ）。 







図 10 Shuffle の結果 
 
 図 10 では、グループ内の docID の中間ファイ
ルを一つにまとめたものが表示される。今回は、
図 9 でグループ 2 を選択したので、グループ 2 の
Shuffle の結果が表示されている。 




で、「タラノメ」という単語は docID : 1123 の 43
番目と、64 番目に存在するということが確認でき
る。ある程度確認させた後は、［閉じる］を押して
図 9 に戻り、［次へ］を押して図 11 に遷移する。 
 
 
図 11 Reduce 
 








 授業では、それぞれの Shard の中身を確認させ
るため、［（Shard）］（ここでは Shard2）を押して
図 12 に遷移する。 
 
 
図 12 Shard の中身 
 
 図 12 では、Shuffle 処理でまとめた単語情報を
追加した Shard の中身を確認することができる。

















図 13 検索結果 
 




た URL の HTML ページを確認させる。 
 

















・サンプル URL の他に、過去に入力された URL
が確認できたり選択できれば、URL 選択の
時に迷わなくてよいと思う。 
・word と wordID が格納されている Lexicon の
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